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　今回の特集では肛門疾患を取り上げ，エキスパートの先生方に診断から手術まで解説をお願いし，
素晴らしい特集ができあがったと自負しています．この 1 冊があれば，初期研修医は言うに及ばず，
総合臨床医，一般外科医そして下部消化管の専門医においても肛門疾患に対する診療に困ることはな
いと思われます．
　さて，肛門疾患の診療には，視診，触診，肛門診，直腸診，肛門鏡検査，内視鏡検査などが不可欠
ですが，診療以外に注意を払わなければならないポイントがあります．近年，とくにセクシャルハラ
スメントに関する訴訟，トラブルが頻繁に報道されるようになり，医師の診察行為に対する目も大変
厳しくなっています．肛門疾患はそのようなトラブルが発生しやすい領域です．トラブルを避けるた
めには，男性医師が女性患者を診察する場合には，女性医師あるいは女性看護師が立ち会うことが必
要です．しかし，人員が逼迫している状況では，立ち会ってもらう女性医療者を探すために診察を中
断しなくてはならないことも多く，ストレスを感じることもしばしばです．
　外科医として初めて修練を受け始めたころ，虫垂炎の診断において，Douglas 窩膿瘍の有無を判断
するために直腸診にて圧痛を確認することは，当然行うべき診察行為の一つと教えられました．ま
た，消化器癌の術後フォローアップにおいては，腹膜播種の有無を診断するために直腸診を行うこと
は（直腸癌でなくても）大変有用であると学びました．しかし，いつのまにかそれらを省略するよう
になり，現在ではルーチンには行わなくなってしまいました．これは，CT による画像診断の発達も
さることながら，医師国家試験では「まず行うべき検査」としてよく出題される直腸診が，実は，医
師にとってストレスとリスクを感じる検査となっていることも一因と思われます．
　先日，30 年ぶりくらいに健診のサポートで胸部診察を行うことになりましたが，女性患者の診察
は男性患者の何倍も大変でした．胸部のかなりの部分が被覆されて見えない状態で的確に聴診器を当
てて呼吸音や心音を聴取することはかなり困難で，聴診の質の低下につながることは否めません．し
かし，そのような“隙間聴診”に慣れている患者さんに誤解を受けないためには，そのクリニックの
慣例にしたがった診察を行わざるを得ない状況でした．
　熱心な診察が，時と場合により，むしろ誤解を招きかねない今日の医療を取り巻く環境の中で，医
師が有意義な診察を行うことの重要性が軽視されないように願ってやみません． （橋口陽二郎）
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